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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 Ⅰ 本工事費内訳 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
11 
 

記述の修正 
 

 
Ⅰ 本工事費内訳 

費  目 

(レベル１) 

工   種 

（レベル２） 

種   別 

（レベル３） 

細   別 

（レベル４） 
規 格 単位 数量 単価(円) 金額(円) 摘   要 

共 通 仮 設          

  共 通 仮 設 費                

    運 搬 費    式 1      

    準 備 費    式 1       

    事業損失防止施設費             式 1       

    安 全 費    式 1       

    役 務 費    式 1       

    技 術 管 理 費    式 1       

    営 繕 費    式 1       

    ｲ ﾒ ｰ ｼ ﾞ ｱ ｯ ﾌ ﾟ経費    式 1       

 ｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟ経費(率計上)    式 1    

 
 
 
 

 

Ⅰ 本工事費内訳 

費  目 

(レベル１) 

工   種 

（レベル２） 

種   別 

（レベル３） 

細   別 

（レベル４） 
規 格 単位 数量 単価(円) 金額(円) 摘   要 

共 通 仮 設          

  共 通 仮 設 費                

    運 搬 費    式 1      

    準 備 費    式 1       

    事業損失防止施設費             式 1       

    安 全 費    式 1       

    役 務 費    式 1       

    技 術 管 理 費    式 1       

    営 繕 費    式 1       

    現場環境改善費    式 1       

 現場環境改善費 
（ 率 計 上 ） 

  式 1    
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 C－1 管路掘削 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
14 経年変化に

よる改定 
機械規格の

変更 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
4. 施工歩掛 

(１) 機械掘削工（小型バックホウ・バックホウ） 

1) 労務歩掛 

掘削工労務は次表を標準とする。 

表－１－１ 機械掘削工労務 （人／100ｍ3）

掘 削 機 種 土木一般世話役 普通作業員 
クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値）
山積 0.08ｍ3／平積 0.06 ｍ3 2.4 6.4 
クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値）
山積 0.13ｍ3／平積 0.1 ｍ3 2.2 6.0 
クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値）
山積 0.28ｍ3／平積 0.2 ｍ3 1.8 5.0 
クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値）
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

1.4 4.0 

クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値）
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 

0.9 3.0 

備考１ 土木一般世話役は現場での指揮・指導を行うものとする。 
   ２ 普通作業員は補助的作業（土砂の切崩し，床均し等の作業）を行うものとする。 

 
 

2) バックホウ運転時間 

100ｍ3当りのバックホウ運転時間は次表を標準とする。 

表－１－２ バックホウ運転時間     （100ｍ3当り）

掘 削 機 種 運転時間（時間） 
クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.08ｍ3／平積 0.06 ｍ3 15.2 
クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.13ｍ3／平積 0.1 ｍ3 13.6 
クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.28ｍ3／平積 0.2 ｍ3  9.7 
クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

 6.6 

クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 

 3.0 

  

 
 
 

 

 
4. 施工歩掛 

(１) 機械掘削工（小型バックホウ・バックホウ） 

1) 労務歩掛 

掘削工労務は次表を標準とする。 

表－１－１ 機械掘削工労務 （人／100ｍ3）

掘 削 機 種 土木一般世話役 普通作業員 
クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値）
山積 0.08ｍ3／平積 0.06 ｍ3 2.8 7.8 
クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値）
山積 0.13ｍ3／平積 0.1 ｍ3 2.4 6.7 
クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値）
山積 0.28ｍ3／平積 0.2 ｍ3 1.9 5.0 
クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値）
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

1.5 3.9 

クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値）
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 

1.1 2.6 

備考１ 土木一般世話役は現場での指揮・指導を行うものとする。 
   ２ 普通作業員は補助的作業（土砂の切崩し，床均し等の作業）を行うものとする。 

 
 

2) バックホウ運転時間 

100ｍ3当りのバックホウ運転時間は次表を標準とする。 

表－１－２ バックホウ運転時間     （100ｍ3当り） 

掘 削 機 種 運転時間（時間） 
クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.08ｍ3／平積 0.06 ｍ3 17.2 
クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.13ｍ3／平積 0.1 ｍ3 14.8 
クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.28ｍ3／平積 0.2 ｍ3 11.1 
クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

 8.8 

クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 

 6.0 
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 C－1 管路掘削 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
15 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

17 
 

経年変化に

よる改定 
機械規格の

変更 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
経年変化に

よる改定 
機械規格の

変更 
 
 

 

3) 日当り施工量 

バックホウ１日当り施工量は次表を標準とする。 

表－１－３ バックホウ１日当り施工量 

掘 削 機 種 日当り施工量（ｍ3） 

クローラ型 排出ガス対策型（第１次基準値） 
山積 0.08ｍ3／平積 0.06ｍ3 

43 

クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.13ｍ3／平積 0.1 ｍ3 

48 

クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.28ｍ3／平積 0.2 ｍ3 

67 

クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

99 

クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 

217 

  

(４) 機械運転単価表 

機  械  名 規    格 適用単価表 指 定 事 項 

小 型 バ ッ ク ホ ウ 

クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.08ｍ3／平積 0.06ｍ3 機－23 

機 械 掘 削 工 
運転労務数量→1.00   
燃 料 消 費 量→18 
機械損料数量→1.8 

クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.13ｍ3／平積 0.1ｍ3 機－18 

運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→25 
機械損料数量→1.8 

バ ッ ク ホ ウ 

クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.28ｍ3／平積 0.2ｍ3 

機－１  

クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値）
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 
クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8ｍ3／平積 0.6ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値）
山積 0.8ｍ3／平積 0.6ｍ3 

ク ラ ム シ ェ ル 
油圧クラムシェル 
テレスコピック式 
平積 0.4ｍ3 

機－１ 
運転労務数量→0.16 
燃 料 消 費 量→16 
機械損料数量→1.0 

小 型 バ ッ ク ホ ウ クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.08ｍ3／平積 0.06ｍ3 機－23 

立坑掘削工 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→12 
機械損料数量→1.8 

 備考 立坑掘削工の小型バックホウ山積 0.08ｍ3の運転日当り運転時間は，4.3 時間とする。 
 

 

3) 日当り施工量 

バックホウ１日当り施工量は次表を標準とする。 

表－１－３ バックホウ１日当り施工量 

掘 削 機 種 日当り施工量（ｍ3） 

クローラ型 排出ガス対策型（第１次基準値） 
山積 0.08ｍ3／平積 0.06ｍ3 

38 

クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.13ｍ3／平積 0.1 ｍ3 

44 

クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.28ｍ3／平積 0.2 ｍ3 

59 

クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

74 

クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 

109 

  

(４) 機械運転単価表 

機  械  名 規    格 適用単価表 指 定 事 項 

小 型 バ ッ ク ホ ウ 

クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.08ｍ3／平積 0.06ｍ3 機－23 

機 械 掘 削 工 
運転労務数量→1.00   
燃 料 消 費 量→18 
機械損料数量→1.78 

クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.13ｍ3／平積 0.1ｍ3 機－18 

運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→25 
機械損料数量→1.78 

バ ッ ク ホ ウ 

クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.28ｍ3／平積 0.2ｍ3 

機－１  

クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値）
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 
クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8ｍ3／平積 0.6ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値）
山積 0.8ｍ3／平積 0.6ｍ3 

ク ラ ム シ ェ ル 
油圧クラムシェル 
テレスコピック式 
平積 0.4ｍ3 

機－１ 
運転労務数量→0.16 
燃 料 消 費 量→16 
機械損料数量→1.0 

小 型 バ ッ ク ホ ウ クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.08ｍ3／平積 0.06ｍ3 機－23 

立坑掘削工 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→12 
機械損料数量→1.78 

 備考 立坑掘削工の小型バックホウ山積 0.08ｍ3の運転日当り運転時間は，4.3 時間とする。 
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 C－2 管路埋戻 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
18 
 

経年変化に

よる改定 
 

 

Ｃ－２ 管路埋戻 

        （１ｍ3当り）

種  目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

人 力 投 入 埋 戻 工   ｍ3           Ｄ－２－１ 

機 械 投 入 埋 戻 工 小型バックホウ埋戻 ｍ3      Ｄ－２－２ 

機 械 投 入 埋 戻 工  バックホウ埋戻 ｍ3           Ｄ－２－３ 

計               ○○ｍ3当り 

１  ｍ 3    当  り               計／○○ｍ3 

 

3. 施工歩掛 

(２) バックホウ投入歩掛 

バックホウにより埋戻用土砂を投入する作業で，次のとおりとする。 

1) 労務歩掛 

埋戻工労務は次表を標準とする。 

表－２－２ 機械投入埋戻工労務      （100ｍ3当り） 

名  称 単 位 数 量 

土 木 一 般 世 話 役 人 2.1 

普  通  作  業  員 人 2.9 

備考１ 土木一般世話役は現場での指揮・指導を行うものとする。 

   ２ 普通作業員は機械投入に伴う補助労務を行うものとする。 

 
 

 

 

 

Ｃ－２ 管路埋戻 

        （１ｍ3当り）

種  目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

人 力 投 入 埋 戻 工   ｍ3           Ｄ－２－１ 

機 械 投 入 埋 戻 工 小型バックホウ埋戻 ｍ3      Ｄ－２－２ 

機 械 投 入 埋 戻 工  バックホウ埋戻 ｍ3           Ｄ－２－３ 

計               ○○ｍ3当り 

１  ｍ 3    当  り               計／○○ｍ3 

 

3. 施工歩掛 

(２) バックホウ投入歩掛 

バックホウにより埋戻用土砂を投入する作業で，次のとおりとする。 

1) 労務歩掛 

埋戻工労務は次表を標準とする。 

表－２－２ 機械投入埋戻工労務      （100ｍ3当り） 

名  称 単 位 数 量 

土 木 一 般 世 話 役 人 2.5 

普  通  作  業  員 人 3.8 

備考１ 土木一般世話役は現場での指揮・指導を行うものとする。 

   ２ 普通作業員は機械投入に伴う補助労務を行うものとする。 
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 C－2 管路埋戻 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
19 経年変化に

よる改定 
機械規格の

変更 
 

2) バックホウ運転時間 

100ｍ3当りのバックホウ運転時間は次表を標準とする。 

表－２－３ バックホウ運転時間    （100ｍ3当り）

掘 削 機 種 運転時間（時間） 

クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.08ｍ3／平積 0.06 ｍ3 

7.9 

クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.13ｍ3／平積 0.1 ｍ3 

7.2 

クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.28ｍ3／平積 0.2 ｍ3 

5.6 

クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 

4.2 

山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3  

クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 

2.3 

 

3) 日当り施工量 

バックホウ１日当り施工量は次表を標準とする。 

表－２－４ バックホウ１日当り施工量 

掘 削 機 種 日当り施工量（ｍ3） 

クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.08ｍ3／平積 0.06 ｍ3 

82 

クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.13ｍ3／平積 0.1 ｍ3 

90 

クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.28ｍ3／平積 0.2 ｍ3 

116 

クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

155 

クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 

283 

備考 砂，発生土，改良土，砕石に適用する。  
 

2）バックホウ運転時間 

100ｍ3当りのバックホウ運転時間は次表を標準とする。 

表－２－３ バックホウ運転時間    （100ｍ3当り） 

掘 削 機 種 運転時間（時間） 

クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.08ｍ3／平積 0.06 ｍ3 

11.4 

クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.13ｍ3／平積 0.1 ｍ3 

9.9 

クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.28ｍ3／平積 0.2 ｍ3 

7.6 

クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 

6.2 

山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 
クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 

4.5 

 

3） 日当り施工量 

バックホウ１日当り施工量は次表を標準とする。 

表－２－４ バックホウ１日当り施工量 

掘 削 機 種 日当り施工量（ｍ3） 

クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.08ｍ3／平積 0.06 ｍ3 

57 

クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.13ｍ3／平積 0.1 ｍ3 

65 

クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.28ｍ3／平積 0.2 ｍ3 

85 

クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

105 

クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 

145 

備考 砂，発生土，改良土，砕石に適用する。  
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 C－2 管路埋戻 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
20 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

21 

経年変化に

よる改定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
経年変化に

よる改定 

 

(２) 機械投入埋戻工 

Ｄ―２―２ 機械投入埋戻工（小型バックホウ）       

        （１ｍ3当り）

種  目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役  人 2.1     表－２－２ 

普 通 作 業 員   人 2.9         表－２－２ 

埋 戻 土   ｍ3            

バ ッ ク ホ ウ 運 転   日          表－２－４（100/日当り施工量） 

タ ン パ 締 固 め  ｍ3          土木工事標準歩掛による 

諸 雑 費   式 １        端数処理 

計             100ｍ3当り 

１  ｍ 3    当  り             計／100ｍ3 

 備考 １ 埋戻土量は表－２－５の土量変化率を考慮すること。 

２ タンパ締固めは，「土木工事標準歩掛（土工-作業土工（埋戻工）-タンパ締固め）」による。 

 
Ｄ―２―３ 機械投入埋戻工（バックホウ）       

        （１ｍ3当り）

種  目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役  人 2.1     表－２－２ 

普 通 作 業 員   人 2.9         表－２－２ 

埋 戻 土   ｍ3            

バ ッ ク ホ ウ 運 転   時間          表－２－３ 

タ ン パ 締 固 め  ｍ3          土木工事標準歩掛による 

諸 雑 費   式 １        端数処理 

計             100ｍ3当り 

１  ｍ 3    当  り             計／100ｍ3 

 備考 １ 埋戻土量は表－２－５の土量変化率を考慮すること。 

２ タンパ締固めは，「土木工事標準歩掛（土工-作業土工（埋戻工）-タンパ締固め）」による。 

 
 

 

(２) 機械投入埋戻工 

Ｄ―２―２ 機械投入埋戻工（小型バックホウ）       

        （１ｍ3当り）

種  目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役  人 2.5     表－２－２ 

普 通 作 業 員   人 3.8         表－２－２ 

埋 戻 土   ｍ3            

バ ッ ク ホ ウ 運 転   日          表－２－４（100/日当り施工量） 

タ ン パ 締 固 め  ｍ3          土木工事標準歩掛による 

諸 雑 費   式 １        端数処理 

計             100ｍ3当り 

１  ｍ 3    当  り             計／100ｍ3 

 備考 １ 埋戻土量は表－２－５の土量変化率を考慮すること。 

２ タンパ締固めは，「土木工事標準歩掛（土工-作業土工（埋戻工）-タンパ締固め）」による。 

 
Ｄ―２―３ 機械投入埋戻工（バックホウ）       

        （１ｍ3当り）

種  目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役  人 2.5     表－２－２ 

普 通 作 業 員   人 3.8         表－２－２ 

埋 戻 土   ｍ3            

バ ッ ク ホ ウ 運 転   時間          表－２－３ 

タ ン パ 締 固 め  ｍ3          土木工事標準歩掛による 

諸 雑 費   式 １        端数処理 

計             100ｍ3当り 

１  ｍ 3    当  り             計／100ｍ3 

 備考 １ 埋戻土量は表－２－５の土量変化率を考慮すること。 

２ タンパ締固めは，「土木工事標準歩掛（土工-作業土工（埋戻工）-タンパ締固め）」による。 
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 C－2 管路埋戻 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
21 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

経年変化に

よる改定 
機械規格の

変更 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(３) 機械運転単価表 

機  械  名 規    格 適用単価表 指 定 事 項 

小 型 バ ッ ク ホ ウ 

クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.08ｍ3／平積 0.06ｍ3 

機－23 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→18 
機械損料数量→1.80 

クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.13ｍ3／平積 0.1 ｍ3 

機－18 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→25 
機械損料数量→1.80 

バ ッ ク ホ ウ 

クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.28ｍ3／平積 0.2 ｍ3 

機－１  

クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 
クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 

 
 
 

 

(３) 機械運転単価表 

機  械  名 規    格 適用単価表 指 定 事 項 

小 型 バ ッ ク ホ ウ 

クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.08ｍ3／平積 0.06ｍ3 

機－23 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→18 
機械損料数量→1.78 

クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.13ｍ3／平積 0.1 ｍ3 

機－18 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→25 
機械損料数量→1.78 

バ ッ ク ホ ウ 

クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.28ｍ3／平積 0.2 ｍ3 

機－１  

クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 1 次基準値） 
山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 
クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 

又は， 
クローラ型 排出ガス対策型（第 2 次基準値） 
山積 0.8 ｍ3／平積 0.6 ｍ3 
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 C－3 発生土処理 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
23 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機械規格の

変更 
 
 
 
 

 

2. 施工歩掛 

(２) ダンプトラック（４ｔ，２ｔ積級車）による運搬歩掛 

表－３－４ 10ｍ3当り運搬日数 

積込機械・規格 
バックホウ クローラ型 排出ガス対策型（第１次基準値） 

山積 0.28ｍ3［平積 0.2ｍ3］ 
運搬機種・規格 ダンプトラック ４ｔ積級 

DID 区間：なし 

運搬距離（km） 
0.5 
以下 

1.0 
以下 

2.0 
以下 

3.0 
以下 

4.5 
以下 

6.5 
以下 

10.0 
以下 

13.0 
以下 

19.0 
以下 

20.0 
以下 

運搬日数（日） 0.25 0.3 0.35 0.4 0.5 0.6 0.8 0.9 1.1 1.5 

DID 区間：あり 

運搬距離（km） 
0.5 
以下 

1.0 
以下 

2.0 
以下 

3.0 
以下 

4.5 
以下 

6.5 
以下 

9.0 
以下 

12.0 
以下 

17.0 
以下 

20.0 
以下 

運搬日数（日） 0.25 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.1 1.5 

 

表－３－５ 10ｍ3当り運搬日数 

積込機械・規格 
バックホウ クローラ型 排出ガス対策型（第１次基準値） 

山積 0.28ｍ3［平積 0.2ｍ3］ 
運搬機種・規格 ダンプトラック ２ｔ積級 

DID 区間：なし 

運搬距離（km） 
0.5 
以下 

1.0 
以下 

1.5 
以下 

2.0 
以下 

2.5 
以下 

3.5 
以下 

4.5 
以下 

5.5 
以下 

6.5 
以下 

8.0 
以下 

10.5 
以下 

14.0 
以下 

20.0 
以下 

運搬日数（日） 0.4 0.5 0.55 0.65 0.7 0.8 0.9 1.0 1.1 1.3 1.5 1.8 2.3 

DID 区間：あり 

運搬距離（km） 
0.5 
以下 

1.0 
以下 

1.5 
以下 

2.0 
以下 

3.0 
以下 

4.0 
以下 

5.0 
以下 

6.0 
以下 

7.5 
以下 

9.5 
以下 

12.5 
以下 

17.5 
以下 

20.0 
以下 

運搬日数（日） 0.4 0.5 0.55 0.65 0.8 0.9 1.0 1.1 1.3 1.5 1.8 2.3 3.0 

 

表－３－６ 10ｍ3当り運搬日数 

積込機械・規格 
小型バックホウ クローラ型 排出ガス対策型（第１次基準値） 

 山積 0.13ｍ3［平積 0.1ｍ3］ 
運搬機種・規格 ダンプトラック ２ｔ積級 

DID 区間：なし 

運搬距離（km） 
0.5 
以下 

1.0 
以下 

1.5 
以下 

2.0 
以下 

2.5 
以下 

3.5 
以下 

4.5 
以下 

5.5 
以下 

7.0 
以下 

9.0 
以下 

12.0 
以下 

17.0 
以下 

20.0 
以下 

運搬日数（日） 0.5 0.6 0.65 0.75 0.8 0.9 1.0 1.1 1.3 1.5 1.8 2.3 3.0 

DID 区間：あり 

運搬距離（km） 
0.5 
以下 

1.0 
以下 

1.5 
以下 

2.0 
以下 

2.5 
以下 

3.0 
以下 

4.0 
以下 

5.0 
以下 

6.5 
以下 

8.0 
以下 

11.0 
以下 

15.0 
以下 

20.0 
以下 

運搬日数（日） 0.5 0.6 0.65 0.75 0.8 0.9 1.0 1.1 1.3 1.5 1.8 2.3 3.0 

 
 

 

2. 施工歩掛 

(２) ダンプトラック（４ｔ，２ｔ積級車）による運搬歩掛 

表－３－４ 10ｍ3当り運搬日数 

積込機械・規格 
バックホウ クローラ型 排出ガス対策型（第２次基準値） 

山積 0.28ｍ3［平積 0.2ｍ3］ 
運搬機種・規格 ダンプトラック ４ｔ積級 

DID 区間：なし 

運搬距離（km） 
0.5 
以下 

1.0 
以下 

2.0 
以下 

3.0 
以下 

4.5 
以下 

6.5 
以下 

10.0 
以下 

13.0 
以下 

19.0 
以下 

20.0 
以下 

運搬日数（日） 0.25 0.3 0.35 0.4 0.5 0.6 0.8 0.9 1.1 1.5 

DID 区間：あり 

運搬距離（km） 
0.5 
以下 

1.0 
以下 

2.0 
以下 

3.0 
以下 

4.5 
以下 

6.5 
以下 

9.0 
以下 

12.0 
以下 

17.0 
以下 

20.0 
以下 

運搬日数（日） 0.25 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.1 1.5 

 

表－３－５ 10ｍ3当り運搬日数 

積込機械・規格 
バックホウ クローラ型 排出ガス対策型（第２次基準値） 

山積 0.28ｍ3［平積 0.2ｍ3］ 
運搬機種・規格 ダンプトラック ２ｔ積級 

DID 区間：なし 

運搬距離（km） 
0.5 
以下 

1.0 
以下 

1.5 
以下 

2.0 
以下 

2.5 
以下 

3.5 
以下 

4.5 
以下 

5.5 
以下 

6.5 
以下 

8.0 
以下 

10.5 
以下 

14.0 
以下 

20.0 
以下 

運搬日数（日） 0.4 0.5 0.55 0.65 0.7 0.8 0.9 1.0 1.1 1.3 1.5 1.8 2.3 

DID 区間：あり 

運搬距離（km） 
0.5 
以下 

1.0 
以下 

1.5 
以下 

2.0 
以下 

3.0 
以下 

4.0 
以下 

5.0 
以下 

6.0 
以下 

7.5 
以下 

9.5 
以下 

12.5 
以下 

17.5 
以下 

20.0 
以下 

運搬日数（日） 0.4 0.5 0.55 0.65 0.8 0.9 1.0 1.1 1.3 1.5 1.8 2.3 3.0 

 

表－３－６ 10ｍ3当り運搬日数 

積込機械・規格 
小型バックホウ クローラ型 排出ガス対策型（第２次基準値） 

 山積 0.13ｍ3［平積 0.1ｍ3］ 
運搬機種・規格 ダンプトラック ２ｔ積級 

DID 区間：なし 

運搬距離（km） 
0.5 
以下 

1.0 
以下 

1.5 
以下 

2.0 
以下 

2.5 
以下 

3.5 
以下 

4.5 
以下 

5.5 
以下 

7.0 
以下 

9.0 
以下 

12.0 
以下 

17.0 
以下 

20.0 
以下 

運搬日数（日） 0.5 0.6 0.65 0.75 0.8 0.9 1.0 1.1 1.3 1.5 1.8 2.3 3.0 

DID 区間：あり 

運搬距離（km） 
0.5 
以下 

1.0 
以下 

1.5 
以下 

2.0 
以下 

2.5 
以下 

3.0 
以下 

4.0 
以下 

5.0 
以下 

6.5 
以下 

8.0 
以下 

11.0 
以下 

15.0 
以下 

20.0 
以下 

運搬日数（日） 0.5 0.6 0.65 0.75 0.8 0.9 1.0 1.1 1.3 1.5 1.8 2.3 3.0 

 
 



9 

下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 C－32 たて込み簡易土留 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
37 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

38 
 

経年変化に

よる改定 
機械規格の

変更 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
経年変化に

よる改定 
 
 

 

2. 使用機械 

建込み作業に使用する機械はバックホウ，引抜き作業はトラッククレーン若しくはラフテレーンクレーンを標準と

する。 

表－32－1 標準機種 

掘削深 建込工機種 引抜工機種 

３ｍ以下 
バックホウ クローラ型 排出ガス対策型（第１次基準値） 

山積 0.28ｍ3 ［平積 0.20ｍ3］ 

トラッククレーン 

油圧伸縮ジブ型 4.9ｔ吊 

４ｍ以下 
バックホウ クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 

排出ガス対策型（第１次基準値）山積 0.45ｍ3 ［平積 0.35ｍ3］ 

ラフテレーンクレーン 

排出ガス対策型 

（第２次基準値） 

油圧伸縮ジブ型 16ｔ吊 

６ｍ以下 
バックホウ クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 

排出ガス対策型（第２次基準値）山積 0.8ｍ3 ［平積 0.6ｍ3］ 

ラフテレーンクレーン 

排出ガス対策型 

（第２次基準値） 

油圧伸縮ジブ型 16ｔ吊 

 備考 機種，規格は上表を基本とするが現場条件により，これにより難い場合は別途考慮する。 

 

4. 施工歩掛 

       表－32－3 建込工・引抜工歩掛表（両側分） (10ｍ当り)

掘削深 

建  込  み 引  抜  き 

労務 使用機種 労務 使用機種 

土木一般世話役 

（人） 

特殊作業員 

（人） 

普通作業員 

（人） 

バックホウ 

運転費(時間) 

土木一般世話役 

（人） 

特殊作業員 

（人） 

普通作業員 

（人） 

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ又はﾗ

ﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ 

賃料（日） 

1.5ｍ以下 0.17 0.17 0.34 0.7 0.09 0.09 0.17 0.09 

2.0ｍ以下 0.18 0.18 0.36 0.8 0.10 0.10 0.20 0.10 

2.5ｍ以下 0.20 0.20 0.39 1.0 0.12 0.12 0.23 0.12 

3.0ｍ以下 0.22 0.22 0.43 1.2 0.13 0.13 0.27 0.13 

3.5ｍ以下 0.24 0.24 0.49 1.3 0.16 0.16 0.31 0.16 

4.0ｍ以下 0.28 0.28 0.56 1.5 0.18 0.18 0.36 0.18 

4.5ｍ以下 0.33 0.33 0.66 1.7 0.21 0.21 0.42 0.21 

5.0ｍ以下 0.41 0.41 0.81 2.0 0.25 0.25 0.50 0.25 

5.5ｍ以下 0.53 0.53 1.07 2.4 0.30 0.30 0.59 0.30 

6.0ｍ以下 0.78 0.78 1.55 3.2 0.35 0.35 0.71 0.35 
 

 

2. 使用機械 

建込み作業に使用する機械はバックホウ，引抜き作業はトラッククレーン若しくはラフテレーンクレーンを標準と

する。 

表－32－1 標準機種 

掘削深 建込工機種 引抜工機種 

３．５ｍ以下 
バックホウ クローラ型 排出ガス対策型（第２次基準値） 

山積 0.28ｍ3 ［平積 0.2ｍ3］ 

トラッククレーン 

油圧伸縮ジブ型 4.9ｔ吊 

４．５ｍ以下 
バックホウ クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 

排出ガス対策型（第１次基準値）山積 0.45ｍ3 ［平積 0.35ｍ3］ 

ラフテレーンクレーン 

排出ガス対策型 

（第２次基準値） 

油圧伸縮ジブ型 16ｔ吊 

６ｍ以下 
バックホウ クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 

排出ガス対策型（第２次基準値）山積 0.8ｍ3 ［平積 0.6ｍ3］ 

ラフテレーンクレーン 

排出ガス対策型 

（第２次基準値） 

油圧伸縮ジブ型 16ｔ吊 

 備考 機種，規格は上表を基本とするが現場条件により，これにより難い場合は別途考慮する。 

 

4. 施工歩掛 

       表－32－3 建込工・引抜工歩掛表（両側分） (10ｍ当り)

掘削深 

建  込  み 引  抜  き 

労務 使用機種 労務 使用機種 

土木一般世話役 

（人） 

特殊作業員 

（人） 

普通作業員 

（人） 

バックホウ 

運転費(時間) 

土木一般世話役 

（人） 

特殊作業員 

（人） 

普通作業員 

（人） 

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ又はﾗ

ﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ 

賃料（日） 

1.5ｍ以下 0.17 0.17 0.35 0.9 0.10 0.10 0.20 0.10 

2.0ｍ以下 0.20 0.20 0.40 1.1 0.12 0.12 0.23 0.12 

2.5ｍ以下 0.23 0.23 0.47 1.3 0.14 0.14 0.27 0.14 

3.0ｍ以下 0.27 0.27 0.54 1.5 0.16 0.16 0.32 0.16 

3.5ｍ以下 0.31 0.31 0.63 1.7 0.18 0.18 0.37 0.18 

4.0ｍ以下 0.36 0.36 0.73 1.9 0.21 0.21 0.42 0.21 

4.5ｍ以下 0.42 0.42 0.84 2.0 0.24 0.24 0.48 0.24 

5.0ｍ以下 0.49 0.49 0.98 2.2 0.26 0.26 0.52 0.26 

5.5ｍ以下 0.53 0.53 1.07 2.4 0.30 0.30 0.59 0.30 

6.0ｍ以下 0.78 0.78 1.55 3.2 0.35 0.35 0.71 0.35 
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 C－33 軽量鋼矢板土留 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
39 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

40 

機械規格の

変更 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
経年変化に

よる改定 
 

 

2. 使用機械 

建込み作業に使用する機械はバックホウ，引抜き作業はトラッククレーン若しくはバックホウを標準とする。 

表－33－１ 標準機種 

建込工機種 引抜工機種 

小型バックホウ クローラ型 
排出ガス対策型（第１次基準値） 

山積 0.08ｍ3／平積 0.06ｍ3 

トラッククレーン 
油圧伸縮ジブ型 4.9ｔ吊 

小型バックホウ クローラ型 
排出ガス対策型（第１次基準値） 

山積 0.13ｍ3／平積 0.1ｍ3 

トラッククレーン 
油圧伸縮ジブ型 4.9ｔ吊 

バックホウ クローラ型  
排出ガス対策型（第１次基準値） 

山積 0.28ｍ3／平積 0.2ｍ3 

トラッククレーン 
油圧伸縮ジブ型 4.9ｔ吊 

バックホウ クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第１次基準値） 山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

バックホウ クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第２次基準値） 山積 0.8ｍ3／平積 0.6ｍ3 

備考１ 機種の選定にあたっては，作業範囲（最大掘削深さ等）を考慮し決定する。 

  ２ 機種・規格は上表とするが，現場条件によりこれにより難い場合は，別途考慮する。 

 

4. 施工歩掛 

軽量鋼矢板の建込み，引抜き作業の施工歩掛は，次表を標準とする。 

            表－33－３ 建込工・引抜工歩掛表（両側分） （100ｍ当り）

掘削深 

建  込  み 引  抜  き 
労 務 使用機種 労 務 使用機種 

土木一般

世話役 
特殊 

作業員 
普通 

作業員 
小型ﾊﾞｯｸﾎｳ

運転 
バックホウ 

運転 
土木一般世

話役 
特殊 

作業員 
普通 
作業員 

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ 
賃料 

バックホウ 
運転 

（人） （人） （人） （日） （時間） （人） （人） （人） (日) （時間） 

1.5ｍ以下 2.4 2.4 7.2 2.1 13.8 0.9 0.9 2.7 0.9 6.9 

2.0ｍ以下 2.6 2.6 7.8 2.3 15.1 1.0 1.0 3.0 1.0 7.5 

2.5ｍ以下 2.9 2.9 8.7 2.6 16.9 1.2 1.2 3.6 1.2 8.1 

3.0ｍ以下 3.2 3.2 9.6 2.8 18.3 1.3 1.3 3.9 1.3 8.9 

3.5ｍ以下 3.5 3.5 10.5 3.1 20.2 1.5 1.5 4.5 1.5 9.7 

3.8ｍ以下 3.7 3.7 11.1 3.2 21.0 1.6 1.6 4.8 1.6 10.5 
  備考１ 本歩掛は，矢板使用率 100％に適用する。 

２ 本歩掛には，根入れ深さを 20cm 程度見込んでいる。矢板長は，根入れ深さを考慮し決定する。 
３ 機種の選定にあたっては，作業範囲（最大掘削深さ等）を考慮し決定する。 
４ 建込み作業においてバックホウクレーン機能付を使用する場合，引抜き作業に使用する機械はバックホウ 
  クレーン機能付を標準とする。 
５ 小型バックホウ運転は、日当りを基に計上する。 

 

 

2. 使用機械 

建込み作業に使用する機械はバックホウ，引抜き作業はトラッククレーン若しくはバックホウを標準とする。 

表－33－１ 標準機種 

建込工機種 引抜工機種 

小型バックホウ クローラ型 
排出ガス対策型（第１次基準値） 

山積 0.08ｍ3／平積 0.06ｍ3 

トラッククレーン 
油圧伸縮ジブ型 4.9ｔ吊 

小型バックホウ クローラ型 
排出ガス対策型（第２次基準値） 

山積 0.13ｍ3／平積 0.1ｍ3 

トラッククレーン 
油圧伸縮ジブ型 4.9ｔ吊 

バックホウ クローラ型  
排出ガス対策型（第２次基準値） 

山積 0.28ｍ3／平積 0.2ｍ3 

トラッククレーン 
油圧伸縮ジブ型 4.9ｔ吊 

バックホウ クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第１次基準値） 山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

バックホウ クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第２次基準値） 山積 0.8ｍ3／平積 0.6ｍ3 

備考１ 機種の選定にあたっては，作業範囲（最大掘削深さ等）を考慮し決定する。 

  ２ 機種・規格は上表とするが，現場条件によりこれにより難い場合は，別途考慮する。 

 

4. 施工歩掛 

軽量鋼矢板の建込み，引抜き作業の施工歩掛は，次表を標準とする。 

            表－33－３ 建込工・引抜工歩掛表（両側分） （100ｍ当り）

掘削深 

建  込  み 引  抜  き 
労 務 使用機種 労 務 使用機種 

土木一般

世話役 
特殊 
作業員 

普通 
作業員 

小型ﾊﾞｯｸﾎｳ

運転 
バックホウ 

運転 
土木一般世

話役 
特殊 
作業員 

普通 
作業員 

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ 
賃料 

バックホウ 
運転 

（人） （人） （人） （日） （時間） （人） （人） （人） (日) （時間） 

1.5ｍ以下 1.7 1.7 5.1 1.7 11.0 0.9 0.9 2.7 0.9 5.7 

2.0ｍ以下 2.0 2.0 6.0 1.8 11.6 0.9 0.9 2.7 1.0 6.2 

2.5ｍ以下 2.4 2.4 7.2 1.9 12.5 0.9 0.9 2.7 1.0 6.5 

3.0ｍ以下 2.8 2.8 8.4 2.1 13.4 1.0 1.0 3.0 1.1 6.9 

3.5ｍ以下 3.1 3.1 9.3 2.2 14.6 1.0 1.0 3.0 1.2 7.6 

3.8ｍ以下 3.4 3.4 10.2 2.3 15.0 1.1 1.1 3.3 1.2 7.9 
  備考１ 本歩掛は，矢板使用率 100％に適用する。 

２ 本歩掛には，根入れ深さを 20cm 程度見込んでいる。矢板長は，根入れ深さを考慮し決定する。 
３ 機種の選定にあたっては，作業範囲（最大掘削深さ等）を考慮し決定する。 
４ 建込み作業においてバックホウクレーン機能付を使用する場合，引抜き作業に使用する機械はバックホウ 
  クレーン機能付を標準とする。 
５ 小型バックホウ運転は，日当りを基に計上する。 
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 C－330 アルミ矢板土留 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
42 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

43 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機械規格の

変更 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
経年変化に

よる改定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2. 使用機種 

建込み作業に使用する機械はバックホウ，引抜き作業はトラッククレーン若しくはバックホウを標準とする。 

表－330－１ 標準機種 

建込工機種 引抜工機種 
小型バックホウ クローラ型 

排出ガス対策型（第１次基準値） 
山積 0.08ｍ3／平積 0.06ｍ3 

トラッククレーン 
油圧伸縮ジブ型 4.9ｔ吊 

小型バックホウ クローラ型 
排出ガス対策型（第１次基準値） 

山積 0.13ｍ3／平積 0.1ｍ3 

トラッククレーン 
油圧伸縮ジブ型 4.9ｔ吊 

バックホウ クローラ型 
排出ガス対策型（第１次基準値） 

山積 0.28ｍ3／平積 0.2ｍ3 

トラッククレーン 
油圧伸縮ジブ型 4.9ｔ吊 

バックホウ クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第１次基準値）山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

バックホウ クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第２次基準値）山積 0.8ｍ3／平積 0.6ｍ3 

 備考 １ 機種の選定にあたっては，作業範囲（最大掘削深さ等）を考慮し決定する。 
    ２ 機種・規格は上表を基本とするが，現場条件によりこれにより難い場合は別途考慮する。 

 

 

4. 施工歩掛 

アルミ矢板の建込み，引抜き作業の施工歩掛は，次表を標準とする。 

            表－330－３ 建込工・引抜工歩掛表（両側分） （100ｍ当り）

掘削深 

建  込  み 引  抜  き 
労 務 使用機種 労 務 使用機種 

土木一般

世話役 
特殊 
作業員 

普通 
作業員 

小型ﾊﾞｯｸﾎｳ

運転 
バックホウ 

運転 
土木一般世

話役 
特殊 

作業員 
普通 
作業員 

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ 
賃料 

バックホウ 
運転 

（人） （人） （人） （日） （時間） （人） （人） （人） (日) （時間） 

1.5ｍ以下 1.8 1.8 5.4 1.4 9.3 0.6 0.6 1.8 0.6 3.7 

2.0ｍ以下 2.0 2.0 6.0 1.6 10.4 0.7 0.7 2.1 0.7 4.5 

2.5ｍ以下 2.3 2.3 6.9 1.8 11.8 0.8 0.8 2.4 0.8 5.6 

3.0ｍ以下 2.6 2.6 7.8 2.1 13.2 0.9 0.9 2.7 0.9 6.9 

3.5ｍ以下 2.9 2.9 8.7 2.3 15.0 1.1 1.1 3.3 1.1 8.6 

3.8ｍ以下 3.2 3.2 9.6 2.6 16.4 1.2 1.2 3.6 1.2 9.5 
  備考１ 本歩掛は，矢板使用率 100％に適用する。 

２ 本歩掛には，根入れ深さを 20cm 程度見込んでいる。矢板長は，根入れ深さを考慮し決定する。 
３ 機種の選定にあたっては，作業範囲（最大掘削深さ等）を考慮し決定する。 
４ 建込み作業においてバックホウクレーン機能付を使用する場合，引抜き作業に使用する機械はバックホウ 
  クレーン機能付を標準とする。 
５ 小型バックホウ運転は、日当りを基に計上する。 

 

 

2. 使用機種 

建込み作業に使用する機械はバックホウ，引抜き作業はトラッククレーン若しくはバックホウを標準とする。 

表－330－１ 標準機種 

建込工機種 引抜工機種 
小型バックホウ クローラ型 

排出ガス対策型（第１次基準値） 
山積 0.08ｍ3／平積 0.06ｍ3 

トラッククレーン 
油圧伸縮ジブ型 4.9ｔ吊 

小型バックホウ クローラ型 
排出ガス対策型（第２次基準値） 

山積 0.13ｍ3／平積 0.1ｍ3 

トラッククレーン 
油圧伸縮ジブ型 4.9ｔ吊 

バックホウ クローラ型 
排出ガス対策型（第２次基準値） 

山積 0.28ｍ3／平積 0.2ｍ3 

トラッククレーン 
油圧伸縮ジブ型 4.9ｔ吊 

バックホウ クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第１次基準値）山積 0.45ｍ3／平積 0.35ｍ3 

バックホウ クローラ型 クレーン機能付 吊能力 2.9t 
排出ガス対策型（第２次基準値）山積 0.8ｍ3／平積 0.6ｍ3 

 備考 １ 機種の選定にあたっては，作業範囲（最大掘削深さ等）を考慮し決定する。 
    ２ 機種・規格は上表を基本とするが，現場条件によりこれにより難い場合は別途考慮する。 

 

 

4. 施工歩掛 

アルミ矢板の建込み，引抜き作業の施工歩掛は，次表を標準とする。 

            表－330－３ 建込工・引抜工歩掛表（両側分） （100ｍ当り）

掘削深 

建  込  み 引  抜  き 
労 務 使用機種 労 務 使用機種 

土木一般

世話役 
特殊 
作業員 

普通 
作業員 

小型ﾊﾞｯｸﾎｳ

運転 
バックホウ 

運転 
土木一般世

話役 
特殊 
作業員 

普通 
作業員 

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ 
賃料 

バックホウ 
運転 

（人） （人） （人） （日） （時間） （人） （人） （人） (日) （時間） 

1.5ｍ以下 1.6 1.6 4.8 1.3 8.4 0.7 0.7 2.1 0.5 3.5 

2.0ｍ以下 1.7 1.7 5.1 1.4 9.4 0.7 0.7 2.1 0.6 4.1 

2.5ｍ以下 1.9 1.9 5.7 1.6 10.5 0.7 0.7 2.1 0.7 4.8 

3.0ｍ以下 2.0 2.0 6.0 1.8 12.0 0.8 0.8 2.4 0.8 5.4 

3.5ｍ以下 2.2 2.2 6.6 2.0 13.2 0.8 0.8 2.4 0.9 6.1 

3.8ｍ以下 2.3 2.3 6.9 2.2 14.2 0.8 0.8 2.4 1.0 6.6 
  備考１ 本歩掛は，矢板使用率 100％に適用する。 

２ 本歩掛には，根入れ深さを 20cm 程度見込んでいる。矢板長は，根入れ深さを考慮し決定する。 
３ 機種の選定にあたっては，作業範囲（最大掘削深さ等）を考慮し決定する。 
４ 建込み作業においてバックホウクレーン機能付を使用する場合，引抜き作業に使用する機械はバックホウ 
  クレーン機能付を標準とする。 
５ 小型バックホウ運転は，日当りを基に計上する。 
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 土留支保工（軽量金属支保） 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
49 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

50 

経年変化に

よる改定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
経年変化に

よる改定 
 

 

2. 編成人員 

軽量金属支保工設置，撤去の班編成人員は次表を標準とする。 

表－33－11 編成人員 （人） 

支保工 作業区分 土木一般世話役 特殊作業員 普通作業員 計 

腹起材 軽量金属 
設 置 工 １ １ ３ ５ 

撤 去 工 １ １ ２ ４ 

切梁材 

水圧式 
パイプ 

サポート 

設 置 工 １ １ ３ ５ 

撤 去 工 １ １ ２ ４ 

ねじ式 
パイプ 

サポート 

設 置 工 １ １ ２ ４ 

撤 去 工 １ １ ２ ４ 

 

3. 施工歩掛 

軽量金属支保工設置，撤去の施工歩掛は次表による。 

(１) 腹起材 

表－33－12 設置工・撤去工歩掛表   （100ｍ当り）

種 目 設置段数 掘削探 設 置 撤 去 

土木一般世話役 
（人） 

１段 2.0ｍ以下 0.5 0.4 

２段 3.5ｍ以下 0.9 0.6 

３段 3.8ｍ以下 1.4 1.0 

特殊作業員 
（人） 

１段 2.0ｍ以下 0.5 0.4 

２段 3.5ｍ以下 0.9 0.6 

３段 3.8ｍ以下 1.4 1.0 

普通作業員 
（人） 

１段 2.0ｍ以下 1.5 0.8 

２段 3.5ｍ以下 2.7 1.2 

３段 3.8ｍ以下 4.2 2.0 

 

(２) 切梁材 

      表－33－13 設置工・撤去工歩掛表 (100ｍ当り)

種 目 設置段数 掘削探 
水圧式パイプサポート ねじ式パイプサポート 

設 置 撤 去 設 置 撤 去 

土木一般世話役 
（人） 

１段 2.0ｍ以下 0.5 0.3 0.7 0.5 

２段 3.5ｍ以下 0.9 0.5 1.2 0.8 

３段 3.8ｍ以下 1.4 0.7 2.0 1.2 

特殊作業員 
（人） 

１段 2.0ｍ以下 0.5 0.3 0.7 0.5 

２段 3.5ｍ以下 0.9 0.5 1.2 0.8 

３段 3.8ｍ以下 1.4 0.7 2.0 1.2 

普通作業員 
（人） 

１段 2.0ｍ以下 1.5 0.6 1.4 1.0 

２段 3.5ｍ以下 2.7 1.0 2.4 1.6 

３段 3.8ｍ以下 4.2 1.4 4.0 2.4 
 

 

2. 編成人員 

軽量金属支保工設置，撤去の班編成人員は次表を標準とする。 

表－33－11 編成人員 （人） 

支保工 作業区分 土木一般世話役 特殊作業員 普通作業員 計 

腹起材 軽量金属 
設 置 工 １ １ ３ ５ 

撤 去 工 １ １ ３ ５ 

切梁材 

水圧式 
パイプ 
サポート 

設 置 工 １ １ ３ ５ 

撤 去 工 １ １ ３ ５ 

ねじ式 
パイプ 
サポート 

設 置 工 １ １ ３ ５ 

撤 去 工 １ １ ３ ５ 

 

3. 施工歩掛 

軽量金属支保工設置，撤去の施工歩掛は次表による。 

(１) 腹起材 

表－33－12 設置工・撤去工歩掛表   （100ｍ当り）

種 目 設置段数 掘削探 設 置 撤 去 

土木一般世話役 
（人） 

１段 2.0ｍ以下 0.4 0.3 

２段 3.5ｍ以下 0.8 0.6 

３段 3.8ｍ以下 1.3 0.9 

特殊作業員 
（人） 

１段 2.0ｍ以下 0.4 0.3 

２段 3.5ｍ以下 0.8 0.6 

３段 3.8ｍ以下 1.3 0.9 

普通作業員 
（人） 

１段 2.0ｍ以下 1.2 0.9 

２段 3.5ｍ以下 2.4 1.8 

３段 3.8ｍ以下 3.9 2.7 

 

(２) 切梁材 

      表－33－13 設置工・撤去工歩掛表 (100ｍ当り)

種 目 設置段数 掘削探 
水圧式パイプサポート ねじ式パイプサポート 

設 置 撤 去 設 置 撤 去 

土木一般世話役 
（人） 

１段 2.0ｍ以下 0.2 0.2 0.3 0.3 

２段 3.5ｍ以下 0.4 0.4 0.4 0.4 

３段 3.8ｍ以下 0.7 0.6 0.7 0.7 

特殊作業員 
（人） 

１段 2.0ｍ以下 0.2 0.2 0.3 0.3 

２段 3.5ｍ以下 0.4 0.4 0.4 0.4 

３段 3.8ｍ以下 0.7 0.6 0.7 0.7 

普通作業員 
（人） 

１段 2.0ｍ以下 0.6 0.6 0.9 0.9 

２段 3.5ｍ以下 1.2 1.2 1.2 1.2 

３段 3.8ｍ以下 2.1 1.8 2.1 2.1 
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 C－42 開削水替 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
76 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

77 
 
 
 
 
 
 
 

 

経年変化に

よる改定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
経年変化に

よる改定 
 

 

3. 潜水ポンプ損料 

作業時排水の損料は，「建設機械等損料算定表（13欄）」で算出するものとし，常時排水については，次式により算

出する。 

 運転１日当り機械損料＝(建設機械等損料算定表９欄)×２＋(建設機械等損料算定表11欄) 

          表－42－1 ポンプ運転歩掛表 （人／1 箇所・日）

職   種 
作業時排水 常時排水 

商用電源 発動発電機 商用電源 

特 殊 作 業 員 0.06 0.13 0.06 

普 通 作 業 員 0.07 
 備考 １ 本歩掛は，ポンプ台数が１～２台の運転労務歩掛を標準とする。なお，上

表により難い場合は，別途考慮する。 
    ２ 普通作業員は，現場内でのポンプの移設及び補助労務等を行うものとする。

    ３ 労務単価は，時間外手当等を考慮しない。 

 

 

表－42－2 ポンプ据付・撤去工歩掛表 

 （人／１現場）

職   種 据付・撤去 

普通作業員 0.14 
備考 １ 本歩掛は，ポンプ台数が１～２台の据付・ 

撤去歩掛を標準とし配管の敷設を含む。 
     上記により難い場合は，別途考慮する。 
    ２ 据付・撤去は，１現場当り１回計上する。 

 

表－42－3 諸雑費率 （％）

作業時排水 常時排水 

商用電源 発動発電機 商用電源 

２ ２６ ６ 
 備考 諸雑費は，電力料・発動発電機燃料及び，吐出 

配管・水槽損料等の費用であり，労務費・機械損 
料の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として 
計上する。 

 

 

3. 潜水ポンプ損料 

作業時排水の損料は，「建設機械等損料算定表（13欄）」で算出するものとし，常時排水については，次式により算

出する。 

 運転１日当り機械損料＝(建設機械等損料算定表９欄)×２＋(建設機械等損料算定表11欄) 

          表－42－1 ポンプ運転歩掛表 （人／1 箇所・日）

職   種 
作業時排水 常時排水 

商用電源 発動発電機 商用電源 

特 殊 作 業 員 0.07 0.11 0.07 

普 通 作 業 員 0.05 
 備考 １ 本歩掛は，ポンプ台数が１～２台の運転労務歩掛を標準とする。なお，上

表により難い場合は，別途考慮する。 
    ２ 普通作業員は，現場内でのポンプの移設及び補助労務等を行うものとする。 
    ３ 労務単価は，時間外手当等を考慮しない。 

 

 

表－42－2 ポンプ据付・撤去工歩掛表 

 （人／１現場）

職   種 据付・撤去 

普通作業員 0.08 
備考 １ 本歩掛は，ポンプ台数が１～２台の据付・ 

撤去歩掛を標準とし配管の敷設を含む。 
     上記により難い場合は，別途考慮する。 
    ２ 据付・撤去は，１現場当り１回計上する。 

 

表－42－3 諸雑費率 （％）

作業時排水 常時排水 

商用電源 発動発電機 商用電源 

２ 18 ４ 
 備考 諸雑費は，電力料・発動発電機燃料及び，吐出 

配管・水槽損料等の費用であり，労務費・機械損 
料の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として 
計上する。 
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 C－1072 既設人孔撤去工 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
97 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

経年変化に

よる改定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｃ－1072 既設人孔撤去 

        （箇所）

種   目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘   要 

既 設 人 孔 撤 去   ㎥           Ｄ－1072 

計                 

 

1. 適用範囲 

本歩掛は，下水道工事における既設人孔撤去作業に適用する。 

 

Ｄ－1072 既設人孔撤去         

        （㎥）

種   目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘   要 

構 造 物 と り こ わ し 工   ㎥           （市場単価） 

計                 

 

 
 

 

Ｃ－1072 既設人孔撤去 

        （箇所）

種   目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘   要 

既 設 人 孔 撤 去   ㎥           Ｄ－1072 

計                 

 

1. 適用範囲 

本歩掛は，下水道工事における既設人孔撤去作業に適用する。 

 

Ｄ－1072 既設人孔撤去         

        （㎥）

種   目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘   要 

構 造 物 と り こ わ し 工   ㎥           （標準単価） 

計                 
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 Ⅱ 本工事費内訳 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
106 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記述の修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ⅱ 本工事費内訳 

費  目 

(レベル１) 

工   種 

（レベル２） 

種   別 

（レベル３） 

細   別 

（レベル４） 
規 格 単位 数量 単価(円) 金額(円) 摘   要 

共通仮設          

  共通仮設費                

    運 搬 費    式 １       

    準 備 費    式 １       

    事業損失防止施設費    式 １       

    安 全 費    式 １       

    役 務 費    式 １       

    技 術 管 理 費    式 １       

    営 繕 費    式 １       

    イメージアップ経費    式 １       

  
イメージアップ経費

（ 率 計 上 ） 
  式 １    

 

 
 
 
 

 
Ⅱ 本工事費内訳 

費  目 

(レベル１) 

工   種 

（レベル２） 

種   別 

（レベル３） 

細   別 

（レベル４） 
規 格 単位 数量 単価(円) 金額(円) 摘   要 

共通仮設          

  共 通 仮 設 費                

    運 搬 費    式 １       

    準 備 費    式 １       

    事業損失防止施設費    式 １       

    安 全 費    式 １       

    役 務 費    式 １       

    技 術 管 理 費    式 １       

    営 繕 費    式 １       

    現場環境改善費    式 １       

  
現場環境改善費 

（ 率 計 上 ） 
  式 １    
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 Ⅲ 本工事費内訳 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
176 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記述の修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ⅲ 本工事費内訳 

費  目 

(レベル１) 

工   種 

（レベル２） 

種   別 

（レベル３） 

細   別 

（レベル４） 

規 

格 
単位 数量 単価(円) 金額(円) 摘   要 

共 通 仮 設             

  共 通 仮 設 費              

  運 搬 費   式 １    

    準 備 費    式 １       

    事業損失防止施設費    式 １       

    安 全 費    式 １       

    役 務 費    式 １       

    技 術 管 理 費    式 １       

    営 繕 費    式 １       

    イメージアップ経費    式 １       

  イメージアップ経費(率計上)   式 １    

 
 
 
 

 
Ⅲ 本工事費内訳 

費  目 

(レベル１) 

工   種 

（レベル２） 

種   別 

（レベル３） 

細   別 

（レベル４） 

規 

格 
単位 数量 単価(円) 金額(円) 摘   要 

共 通 仮 設             

  共 通 仮 設 費              

  運 搬 費   式 １    

    準 備 費    式 １       

    事業損失防止施設費    式 １       

    安 全 費    式 １       

    役 務 費    式 １       

    技 術 管 理 費    式 １       

    営 繕 費    式 １       

    現 場 環 境 改 善 費    式 １       

  現場環境改善費(率計上)   式 １    
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 C－111 推進用鉄筋コンクリート管（泥水） 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
202 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

203 
 

記述の修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
記述の修正 
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 C－411 推進用鉄筋コンクリート管（泥濃） 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
238 記述の修正 
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 C－104 送・排泥設備工（小口径泥水・泥水式推進） 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
255 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

256 

記述の修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
記述の修正 
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 C－105 泥水処理設備（小口径泥水・泥水式推進） 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
273 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

274 

記述の修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
記述の修正 
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 C－105 泥水処理設備（小口径泥水・泥水式推進） 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
275 記述の修正  
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 Ⅳ 本工事費内訳 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
289 

 
 

語句の追加 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ⅳ 本工事費内訳 

費  目 

(レベル１) 

工   種 

（レベル２） 

種   別 

（レベル３） 

細   別 

（レベル４） 
規 格 単位 数量 単価(円) 金額(円) 摘   要

管路                  

  

管きょ工（○○式シ 

ールド工法，仕上り

内径○○mm） 

             Ａ－７ 

    仮 設 備 工 ( シ ー ル ド )            Ｂ－40 

   立 坑 基 礎  箇所    Ｃ－99 

      発 進 坑 口   箇所      Ｃ－133 

      支 圧 壁   箇所      Ｃ－134 

      立 坑 内 作 業 床   箇所      Ｃ－135 

      シールド機発進用受台   箇所      Ｃ－136 

      シールド機引上用受台   箇所      Ｃ－137 

      シ ー ル ド 機 据 付   箇所      Ｃ－138 

      シールド機回転据付   箇所      Ｃ－139 

      シ ー ル ド 機 搬 出   箇所      Ｃ－140 

      シールド機解体残置   箇所      Ｃ－141 

      シールド機仮発進   箇所      Ｃ－142 

      後 続 台 車 設 備   箇所      Ｃ－143 

      鏡 切 り   箇所      Ｃ－144 

      軌 条 設 備   式 1     Ｃ－145 

   殻 運 搬 処 理  式orｍ3    Ｃ－118＊ 

    坑 内 設 備 工            Ｂ－41 

      配 管 設 備   式 １     Ｃ－146 

      換 気 設 備   式 １     Ｃ－147 

      通 信 配 線 設 備   式 １     Ｃ－148 

      スチールフォーム設備   式 １     Ｃ－149 

 
 

 
Ⅳ 本工事費内訳 

費  目

(レベル１)

工   種 

（レベル２）

種   別 

（レベル３） 

細   別 

（レベル４） 
規 格 単位 数量 単価(円) 金額(円) 摘   要

管路                  

  

管きょ工（○○式シ

ールド工法，仕上り

内径○○mm） 

             Ａ－７ 

    仮 設 備 工 ( シ ー ル ド )            Ｂ－40 

   立 坑 基 礎  箇所    Ｃ－99 

      発 進 坑 口   箇所      Ｃ－133 

   到 達 坑 口   箇所      Ｃ－162＊ 

      支 圧 壁   箇所      Ｃ－134 

      立 坑 内 作 業 床   箇所      Ｃ－135 

      シールド機発進用受台   箇所      Ｃ－136 

      シールド機引上用受台   箇所      Ｃ－137 

      シ ー ル ド 機 据 付   箇所      Ｃ－138 

      シールド機回転据付   箇所      Ｃ－139 

      シ ー ル ド 機 搬 出   箇所      Ｃ－140 

      シールド機解体残置   箇所      Ｃ－141 

      シールド機仮発進   箇所      Ｃ－142 

      後 続 台 車 設 備   箇所      Ｃ－143 

      鏡 切 り   箇所      Ｃ－144 

      軌 条 設 備   式 1     Ｃ－145 

   殻 運 搬 処 理  式orｍ3    Ｃ－118＊ 

    坑 内 設 備 工            Ｂ－41 

      配 管 設 備   式 １     Ｃ－146 

      換 気 設 備   式 １     Ｃ－147 

      通 信 配 線 設 備   式 １     Ｃ－148 

      スチールフォーム設備   式 １     Ｃ－149 
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 Ⅳ 本工事費内訳 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
290 記述の修正 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ⅳ 本工事費内訳 

費  目 

(レベル１) 

工   種 

（レベル２） 

種   別 

（レベル３） 

細   別 

（レベル４） 
規 格 単位 数量 単価(円) 金額(円) 摘   要

共通仮設                

 共通仮設費         

    運 搬 費    式 １       

    準 備 費    式 １       

    事業損失防止施設費    式 １       

    安 全 費    式 １       

    役 務 費    式 １       

    技 術 管 理 費    式 １       

    営 繕 費    式 １       

    イメージアップ経費    式 １       

  
イメージアップ経

費（率 計 上） 
  式 １    

 
 
 

 

 
Ⅳ 本工事費内訳 

費  目

(レベル１)

工   種 

（レベル２）

種   別 

（レベル３） 

細   別 

（レベル４） 
規 格 単位 数量 単価(円) 金額(円) 摘   要

共通仮設                

 共通仮設費         

    運 搬 費    式 １       

    準 備 費    式 １       

    事業損失防止施設費    式 １       

    安 全 費    式 １       

    役 務 費    式 １       

    技 術 管 理 費    式 １       

    営 繕 費    式 １       

    現 場 環 境 改 善 費    式 １       

  
現場環境改善費

（率 計 上）
  式 １    
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 シールド工の内訳 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
291 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

語句の追加 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

シールド工の内訳 

シールド工内訳 

    内          訳 

仮 設 備 工 

(シールド工 ) 

立 坑 基 礎 工 立坑内底部に基礎コンクリートを築造する費用 

発 進 坑 口 工 地下水，裏込め注入材等の立坑内への漏水防止設備の設置撤去等の費用 

支 圧 壁 工 シールド機掘進用支圧壁の設置撤去等の費用 

作 業 床 工 
立坑底部と坑内設備（レール）面と段差をなくすための作業床の設置撤去及び立坑水

替ポンプの設置撤去の費用 

シールド機発進用受台工 シールド機据付・発進のための受台の設置撤去等の費用 

シールド機引上用受台工 シールド機搬出用受台の設置撤去等の費用 

シ ー ル ド 機 据 付 工 シールド機の立坑内据付等の費用 

シ ー ル ド 機 回 転 据 付 工 シールド機の回転立坑内での方向転換のための据付等の費用 

シ ー ル ド 機 搬 出 工 シールド機の坑外への搬出等の費用 

シ ー ル ド 機 解 体 残 置 工 シールド機を坑内で残置する場合に本体の一部を解体して搬出する費用 

シ ー ル ド 機 仮 発 進 工 立坑内でのシールド機の発進のための仮セグメント・仮支保工の設置撤去等の費用 

後 続 台 車 設 備 工 
シールド機後方に位置し、セグメントをシールド機へ搬入する台車や、シールド機掘

進に必要な機器設備を搭載した台車の据付撤去等の費用 

鏡 切 り 工 シールド機発進・到達の際の土留め矢板の切断・撤去等の費用 

軌 条 設 備 工 立坑坑内での土砂・セグメント等資材搬出入用のトロ用軌条等の損料 
 

 

シールド工の内訳 

シールド工内訳 

    内          訳 

仮 設 備 工

(シールド工 )

立 坑 基 礎 工 立坑内底部に基礎コンクリートを築造する費用 

発 進 坑 口 工

（ 到 達 坑 口 工 ）
地下水，裏込め注入材等の立坑内への漏水防止設備の設置撤去等の費用 

支 圧 壁 工 シールド機掘進用支圧壁の設置撤去等の費用 

作 業 床 工
立坑底部と坑内設備（レール）面と段差をなくすための作業床の設置撤去及び立坑水

替ポンプの設置撤去の費用 

シールド機発進用受台工 シールド機据付・発進のための受台の設置撤去等の費用 

シールド機引上用受台工 シールド機搬出用受台の設置撤去等の費用 

シ ー ル ド 機 据 付 工 シールド機の立坑内据付等の費用 

シ ー ル ド 機 回 転 据 付 工 シールド機の回転立坑内での方向転換のための据付等の費用 

シ ー ル ド 機 搬 出 工 シールド機の坑外への搬出等の費用 

シ ー ル ド 機 解 体 残 置 工 シールド機を坑内で残置する場合に本体の一部を解体して搬出する費用 

シ ー ル ド 機 仮 発 進 工 立坑内でのシールド機の発進のための仮セグメント・仮支保工の設置撤去等の費用 

後 続 台 車 設 備 工
シールド機後方に位置し、セグメントをシールド機へ搬入する台車や、シールド機掘

進に必要な機器設備を搭載した台車の据付撤去等の費用 

鏡 切 り 工 シールド機発進・到達の際の土留め矢板の切断・撤去等の費用 

軌 条 設 備 工 立坑坑内での土砂・セグメント等資材搬出入用のトロ用軌条等の損料 
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 B－40 仮設備工（シールド） 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
335 

 
語句の追加 
 

 

Ｂ－40 仮設備工（シールド） 

1. 適用範囲 

本歩掛は泥水式シールド，泥土圧式シールド工事の立坑基礎，発進坑口，支圧壁，立坑内作業床，シールド機発進

用受台，シールド機引上用受台，シールド機据付，シールド機回転据付，シールド機搬出，シールド解体残置，シー

ルド機仮発進，後続台車設備，鏡切り，軌条設備，殻運搬処理の各作業に適用する。 

        （一式）

種  目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

立 坑 基 礎   箇所        Ｃ－99 

発 進 坑 口   箇所        Ｃ－133 

支 圧 壁   箇所        Ｃ－134 

立 坑 内 作 業 床   箇所        Ｃ－135 

シ ー ル ド 機 発 進 用 受 台   箇所        Ｃ－136 

シ ー ル ド 機 引 上 用 受 台   箇所        Ｃ－137 

シ ー ル ド 機 据 付   箇所        Ｃ－138 

シ ー ル ド 機 回 転 据 付   箇所        Ｃ－139 

シ ー ル ド 機 搬 出   箇所        Ｃ－140 

シ ー ル ド 機 解 体 残 置   箇所        Ｃ－141 

シ ー ル ド 機 仮 発 進   箇所        Ｃ－142 

後 続 台 車 設 備   箇所        Ｃ－143 

鏡 切 り   箇所        Ｃ－144 

軌 条 設 備   式 １      Ｃ－145 

殻 運 搬 処 理   式orｍ3     Ｃ－118＊（下位代価なし） 

計             

 

 

 

Ｂ－40 仮設備工（シールド） 

1. 適用範囲 

本歩掛は泥水式シールド，泥土圧式シールド工事の立坑基礎，発進坑口，到達坑口，支圧壁，立坑内作業床，シー

ルド機発進用受台，シールド機引上用受台，シールド機据付，シールド機回転据付，シールド機搬出，シールド解体

残置，シールド機仮発進，後続台車設備，鏡切り，軌条設備，殻運搬処理の各作業に適用する。 

        （一式）

種  目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

立 坑 基 礎   箇所        Ｃ－99 

発 進 坑 口   箇所        Ｃ－133 

到 達 坑 口   箇所     Ｃ－162＊（下位代価なし） 

支 圧 壁   箇所        Ｃ－134 

立 坑 内 作 業 床   箇所        Ｃ－135 

シ ー ル ド 機 発 進 用 受 台   箇所        Ｃ－136 

シ ー ル ド 機 引 上 用 受 台   箇所        Ｃ－137 

シ ー ル ド 機 据 付   箇所        Ｃ－138 

シ ー ル ド 機 回 転 据 付   箇所        Ｃ－139 

シ ー ル ド 機 搬 出   箇所        Ｃ－140 

シ ー ル ド 機 解 体 残 置   箇所        Ｃ－141 

シ ー ル ド 機 仮 発 進   箇所        Ｃ－142 

後 続 台 車 設 備   箇所        Ｃ－143 

鏡 切 り   箇所        Ｃ－144 

軌 条 設 備   式 １      Ｃ－145 

殻 運 搬 処 理   式orｍ3     Ｃ－118＊（下位代価なし） 

計             
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 B－41 坑内設備工 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
357 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

359 

語句の追加 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
語句の追加 

 

Ｂ－41 坑内設備工 

         （一式）

種  目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

配 管 設 備   式 １      Ｃ－146 

換 気 設 備  式 １    Ｃ－147 

通 信 配 線 設 備  式 １    Ｃ－148 

ス チ ー ル フ ォ ー ム 設 備  式 １    Ｃ－149 

計              

 

Ｃ－147 換気設備 

        （一式）

種  目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

換 気 設 備 工   式 １      Ｄ－147－１ 

計              

 

Ｄ－147－１ 換気設備工  

        （一式）

種  目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役   人        表 41－３ 

配 管 工   人        
表 41－３ 

配管設置撤去方一式 

普 通 作 業 員   人        
表 41－３ 

同上手伝い方一式 

送 気 管   式 １      ３回使い 

機 械 器 具 損 料 
径○○mm， 

風量○ｍ3／分 
式 １        

諸 雑 費   式 １      備考１ 

計              

 備考 １ 諸雑費は，ファン支持用ブラケット及び吊り金物の費用で，送気管費に 20％を乗じた金額を上限として計上する。 

    ２ ファンの設置期間は一次覆工開始から完了までとする。 

   ３ 送気管はビニール風管とする。 

 

 

 

Ｂ－41 坑内設備工 

         （一式）

種  目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

配 管 設 備   式 １      Ｃ－146 

換 気 設 備  式 １    Ｃ－147 

通 信 配 線 設 備  式 １    Ｃ－148 

ス チ ー ル フ ォ ー ム 設 備  式 １    Ｃ－149 

計              

 

Ｃ－147 換気設備                                     

        （一式）

種  目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

換 気 設 備 工   式 １      Ｄ－147－１ 

計              

 

Ｄ－147－１ 換気設備工                                   

        （一式）

種  目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役   人        表 41－３ 

配 管 工   人        
表 41－３ 

配管設置撤去方一式 

普 通 作 業 員   人        
表 41－３ 

同上手伝い方一式 

送 気 管   式 １      ３回使い 

機 械 器 具 損 料
径○○mm， 

風量○ｍ3／分 
式 １        

電 力 費   式 １     

諸 雑 費   式 １      備考１ 

計              

 備考 １ 諸雑費は，ファン支持用ブラケット及び吊り金物の費用で，送気管費に 20％を乗じた金額を上限として計上する。 

    ２ ファンの設置期間は一次覆工開始から完了までとする。 

    ３ 送気管はビニール風管とする。 
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 C－158 シールド用水替 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
380 

 
 
 
 
 
 
 

語句の追加 
 
 
 
 
 
 
 

 

(２) 坑内中継水替工 

1) ポンプの賃料日数は次式による。 

 

2) ポンプの据付撤去及び運転歩掛は坑内作業工に含む。 

 

 

 

(２) 坑内中継水替工 

1) ポンプの賃料日数は次式による。 

 

 

2) 常時排水の場合の１日当り賃料数量は 1.1 とする。 

3) ポンプの据付撤去及び運転歩掛は坑内作業工に含む。 

 

一次覆工開始から二次覆工完了までの日数×α 
２ 

一次覆工開始から二次覆工完了までの日数×α 
２ 
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 シールド工事用機械器具損料表 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
382 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記述の修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【解 説】 
1.  機械損料単価の補正については，「適用に当っての注意事項」によるが，通常の作業形態が二交替

制となっているシールド工事専用機械等の機械については，損料の割増しをしない。また，水替用ポン

プについては，管路施設（シールド工法）編に記載のとおり，運転１日当り損料を 100％増しとする。

 
【解 説】 

1.  機械損料単価の補正については，「適用に当っての注意事項」によるが，通常の作業形態が二交替

制となっているシールド工事専用機械等の機械については，損料の割増しをしない。また，水替用ポン

プについては，損料扱いとする場合は，運転１日当り損料を 100％増しとする。 
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 Ⅴ 本工事費内訳 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
389 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記述の修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ⅴ 本工事費内訳 

費  目 

(レベル 1) 

工  種 

(レベル 2) 

種  別 

(レベル 3) 

細  別 

(レベル 4) 
規格 単位 数量 

単価 

(円) 

金額 

(円) 
摘要 

共 通 仮 設          

 共 通 仮 設 費         

  運 搬 費   式 1    

  準 備 費   式 1    

  事業損失防止施設費  式 1    

  安 全 費   式 1    

  役 務 費   式 1    

  技 術 管 理 費   式 1    

  営 繕 費   式 1    

  イメージアップ経費  式 1    

  
イメージアップ経費

( 率 計 上 ) 
  式 1    

 

 
Ⅴ 本工事費内訳 

費  目 

(レベル 1) 

工  種 

(レベル 2) 

種  別 

(レベル 3) 

細  別 

(レベル 4) 
規格 単位 数量 

単価 

(円) 

金額 

(円) 
摘要 

共 通 仮 設          

 共 通 仮 設 費         

  運 搬 費   式 1    

  準 備 費   式 1    

  事業損失防止施設費  式 1    

  安 全 費   式 1    

  役 務 費   式 1    

  技 術 管 理 費   式 1    

  営 繕 費   式 1    

  現 場 環 境 改 善 費  式 1    

  
現 場 環 境 改 善 費

( 率 計 上 ) 
  式 1    
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 C－2005 機械器具損料 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
409 記述の修正  
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 C－2300 反転・形成用水替 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
426 記述の修正  
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 Ⅵ 本工事費内訳 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
431 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

432 
 

記述の修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
記述の修正 
 

 
Ⅵ 本工事費内訳 

費  目 

(レベル１) 

工   種 

（レベル２） 

種   別 

（レベル３） 

細   別 

（レベル４） 
規 格 単位 数量 単価(円) 金額(円) 摘   要 

管 路                 

  
立   坑   工 
＜立坑名称＞ 
＜基数＞ 

             Ａ－８ 

    
ライナープレート 

式土留工及び土工 
           Ｂ－46 

      ガイドコンクリート   式 or m      Ｃ－156＊ 

      ライナープレート掘削土留   式 or m      Ｃ－157 

      ライナープレート埋戻   式 or ｍ3      Ｃ－158 

      ライナープレート支保   式 or t      Ｃ－159 

      ライナープレート存置   式 or m      Ｃ－160＊ 

      
ライナープレート・ 

支 保 材 賃 料 等 
  式 １     Ｃ－161＊ 

 
 

Ⅵ 本工事費内訳 

費  目 

(レベル１) 

工   種 

（レベル２） 

種   別 

（レベル３） 

細   別 

（レベル４） 
規 格 単位 数量 単価(円) 金額(円) 摘   要 

共 通 仮 設          

  共 通 仮 設 費               

    運 搬 費    式 １       

    準 備 費    式 １       

    事業損失防止施設費    式 １       

    安 全 費    式 １       

    役 務 費    式 １       

    技 術 管 理 費    式 １       

    営 繕 費    式 １       

    イメージアップ経費    式 １       

  ｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟ経費(率計上)   式 1    
 

 
Ⅵ 本工事費内訳 

費  目

(レベル１)

工   種 

（レベル２） 

種   別 

（レベル３） 

細   別 

（レベル４） 
規 格 単位 数量 単価(円) 金額(円) 摘   要 

管 路                  

  
立  坑  工
＜立坑名称＞ 
＜基数＞ 

             Ａ－８ 

    
ライナープレート

式土留工及び土工
           Ｂ－46 

      ガイドコンクリート   式 or m      Ｃ－156＊ 

      ライナープレート掘削土留   式 or m      Ｃ－610 

      ライナープレート埋戻   式 or ｍ3      Ｃ－611 

      ライナープレート支保   式 or t      Ｃ－159 

      ライナープレート存置   式 or m      Ｃ－160＊ 

      
ライナープレート・ 

支 保 材 賃 料 等 
  式 １     Ｃ－161＊ 

 
 

Ⅵ 本工事費内訳 

費  目

(レベル１)

工   種 

（レベル２）

種   別 

（レベル３） 

細   別 

（レベル４） 
規 格 単位 数量 単価(円) 金額(円) 摘   要 

共 通 仮 設          

  共 通 仮 設 費               

    運 搬 費    式 １       

    準 備 費    式 １       

    事業損失防止施設費    式 １       

    安 全 費    式 １       

    役 務 費    式 １       

    技 術 管 理 費    式 １       

    営 繕 費    式 １       

    現 場 環 境 改 善 費    式 １       

  現 場 環 境 改 善 費

( 率 計 上 )
  式 1    
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434 

記述の修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
記述の修正 
 

 
Ｂ－46 ライナープレート式土留工及び土工 

         （一式）

種  目 形 状 寸 法 単位 
総括表

単 位 
数量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

ガ イ ド コ ン ク リ ー ト   ｍ 
式 or 

m 
         Ｃ－156（下位代価なし） 

ライナープレート掘削土留   ｍ 
式 or 

m 
         Ｃ－157 

ラ イ ナ ー プ レ ー ト 埋 戻   ｍ3 
式 or 
m3 

         Ｃ－158 

ラ イ ナ ー プ レ ー ト 支 保   ｔ 式 or t          Ｃ－159 

ラ イ ナ ー プ レ ー ト 存 置   ｍ 
式 or 

m 
         Ｃ－160（下位代価なし） 

ラ イ ナ ー プ レ ー ト 
支 保 材 賃 料 等 

  式 式 １        Ｃ－161（下位代価なし） 

計                  

 
Ｃ－157 ライナープレート掘削土留 

        （１ｍ当り）

種  目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

ライナープレート掘削土留工 径○○mm ｍ          Ｄ－157－１～２ 

グ ラ ウ ト 工   ｍ3          Ｄ－157－３（土木工事標準歩掛）

計              ○○ｍ当り 

１ ｍ 当 り              計／○○ｍ 

備考 グラウト工は,「土木工事標準歩掛（基礎工-深礎工-グラウト工）」による。 

 
表 157－１ 掘削方法と適用深さ 

ライナープレート形状 円   形 円   形 小 判 形 

ライナープレート径 径 1,900mm 以下 径 2,000～5,900mm 短径 2,000～5,000mm 

掘削方法 人  力 機  械 

最大掘削深 6.0ｍまで 12.0ｍまで 

備考 １ 小判形のライナープレートの径は短径とする。 
２ ガイドコンクリート，覆工板基礎などを施工するため，掘削深 1.5m 付近までの余掘りを行う場合

は，本歩掛によらず別途考慮すること。 

 
 

 
Ｂ－46 ライナープレート式土留工及び土工 

         （一式）

種  目 形 状 寸 法 単位 
総括表

単 位 
数量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

ガ イ ド コ ン ク リ ー ト   ｍ 
式 or 

m 
         Ｃ－156（下位代価なし） 

ライナープレート掘削土留   ｍ 
式 or 

m 
         Ｃ－610 

ラ イ ナ ー プ レ ー ト 埋 戻   ｍ3 
式 or 
m3 

         Ｃ－611 

ラ イ ナ ー プ レ ー ト 支 保   ｔ 式 or t          Ｃ－159 

ラ イ ナ ー プ レ ー ト 存 置   ｍ 
式 or 

m 
         Ｃ－160（下位代価なし） 

ラ イ ナ ー プ レ ー ト

支 保 材 賃 料 等
  式 式 １        Ｃ－161（下位代価なし） 

計                  

 
Ｃ－610 ライナープレート掘削土留 

        （１ｍ当り）

種  目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

ライナープレート掘削土留工 径○○mm ｍ          Ｄ－610－１～２ 

グ ラ ウ ト 工   ｍ3          Ｄ－610－３（土木工事標準歩掛）

計              ○○ｍ当り 

１ ｍ 当 り              計／○○ｍ 

備考 グラウト工は,「土木工事標準歩掛（基礎工-深礎工-グラウト工）」による。 

 
表 610－１ 掘削方法と適用深さ 

ライナープレート形状 円   形 円   形 小 判 形 

ライナープレート径 径 1,900mm 以下 径 2,000～5,900mm 短径 2,000～5,000mm 

掘削方法 人  力 機  械 

最大掘削深 6.0ｍまで 12.0ｍまで 

備考 １ 小判形のライナープレートの径は短径とする。 
２ ガイドコンクリート，覆工板基礎などを施工するため，掘削深 1.5m 付近までの余掘りを行う場合

は，本歩掛によらず別途考慮すること。 
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表－157－２ 使用機械 

ライナープレート形状 円   形 円 形 ・ 小 判 形 

ライナープレート径 径 1,900mm 以下 径 2,000～5,900mm，短径 2,000～5,000mm 

使 
 

用 
 

機 
 

械 

吊機械 
トラック 

（クレーン装置付）

４t 級，2.9ｔ吊 

トラック 
（クレーン装置付） 
４t 級，2.9ｔ吊 

ラフテレーンクレーン

排出ガス対策型 
（第２次基準値） 
油圧伸縮ジブ型 
4.9ｔ吊（賃料） 

8.0m まで 8.0m を超え 12.0m まで

掘削機械 － 

バックホウクローラ型 
排出ガス対策型 
(第１次基準値) 
（山積／平積） 
0.45／0.35ｍ3 

油圧クラムシェル 
テレスコピック式 

平積 0.4ｍ3 

最大掘削深 6.0ｍまで 4.0ｍまで 4.0ｍを超え 12.0ｍまで 

 

表－157－３ 円形ライナープレート１日当り配置人員（Ｍ1）及び 1ｍ当り施工日数（ｄ1） 

径（mm） 
１日当り配置人員（Ｍ1） １ｍ当りの施工日数（ｄ1）［日／ｍ］

土木一般世話役（人） トンネル特殊工（人） 普通作業員（人） 砂質土及び粘性土 礫 質 土 

   ～1,900 １ 1 １ 0.65 0.73 

2,000～3,900 １ ３ １ 0.54 0.61 

4,000～5,900 １ 4 ２ 0.82 0.91 

 

 

表－157－４ 小判形ライナープレート１日当り配置人員（Ｍ1）及び 1ｍ当り施工日数（ｄ1） 

短径（mm） 
１日当り配置人員（Ｍ1） １ｍ当りの施工日数（ｄ1）［日／ｍ］

土木一般世話役（人） トンネル特殊工（人） 普通作業員（人） 砂質土及び粘性土 礫 質 土 

2,000～2,400 １ 3 １ 0.68 0.73 

2,500～3,000 １ 4 １ 0.80 0.88 

3,200～3,500 １ 4 ２ 0.85 0.94 

3,600～5,000 １ 4 ２ 0.96 1.01 
 

 

表－610－２ 使用機械 

ライナープレート形状 円   形 円 形 ・ 小 判 形 

ライナープレート径 径 1,900mm 以下 径 2,000～5,900mm，短径 2,000～5,000mm 

使 

 

用 

 

機 

 

械 

吊機械 
トラック 

（クレーン装置付） 
４t 級，2.9ｔ吊 

トラック 
（クレーン装置付） 
４t 級，2.9ｔ吊 

ラフテレーンクレーン

排出ガス対策型 
（第２次基準値） 
油圧伸縮ジブ型 
4.9ｔ吊（賃料） 

8.0m まで 8.0m を超え 12.0m まで

掘削機械 － 

バックホウクローラ型 
排出ガス対策型 
(第１次基準値) 
（山積／平積） 
0.45／0.35ｍ3 

油圧クラムシェル 
テレスコピック式 

平積 0.4ｍ3 

最大掘削深 6.0ｍまで 4.0ｍまで 4.0ｍを超え 12.0ｍまで 

 

表－610－３ 円形ライナープレート１日当り配置人員（Ｍ1）及び 1ｍ当り施工日数（ｄ1） 

径（mm） 
１日当り配置人員（Ｍ1） １ｍ当りの施工日数（ｄ1）［日／ｍ］

土木一般世話役（人）トンネル特殊工（人） 普通作業員（人） 砂質土及び粘性土 礫 質 土 

   ～1,900 １ 1 １ 0.65 0.73 

2,000～3,900 １ ３ １ 0.54 0.61 

4,000～5,900 １ 4 ２ 0.82 0.91 

 

 

表－610－４ 小判形ライナープレート１日当り配置人員（Ｍ1）及び 1ｍ当り施工日数（ｄ1） 

短径（mm） 
１日当り配置人員（Ｍ1） １ｍ当りの施工日数（ｄ1）［日／ｍ］

土木一般世話役（人）トンネル特殊工（人） 普通作業員（人） 砂質土及び粘性土 礫 質 土 

2,000～2,400 １ 3 １ 0.68 0.73 

2,500～3,000 １ 4 １ 0.80 0.88 

3,200～3,500 １ 4 ２ 0.85 0.94 

3,600～5,000 １ 4 ２ 0.96 1.01 
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記述の修正 
 

 

4. 単価表 

(１) ライナープレート掘削土留工 

Ｄ－157－１ ライナープレート掘削土留工（人力掘削）      

        （１ｍ当り）

種  目 形 状 寸 法 単位 数 量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役   人 ｄ1×Ｍ1       表－157－３ 

ト ン ネ ル 特 殊 工   人 ｄ1×Ｍ1       表－157－３ 

普 通 作 業 員   人 ｄ1×Ｍ1       表－157－３ 

ト ラ ッ ク 運 転 

（クレ ーン装置付） 
4t 級，2.9ｔ吊 日 ｄ1       表－157－３ 

諸 雑 費   式 １       端数処理 

計               

 備考 ライナープレート径 1,900mm 以下に適用する。 

 
Ｄ－157－２ ライナープレート掘削土留工（機械掘削）      

        （１ｍ当り）

種  目 形 状 寸 法 単位 数 量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役   人 ｄ1×Ｍ1       表－157－３～４ 

ト ン ネ ル 特 殊 工   人 ｄ1×Ｍ1       表－157－３～４ 

普 通 作 業 員   人 ｄ1×Ｍ1       表－157－３～４ 

バックホウ又はクラム 

シ ェ ル 運 転 費 
  日 ｄ1 

      
表－157－２～４ 

    

トラック運転（クレーン

装置付）又はラフテレー

ン ク レ ー ン 賃 料 

 日 ｄ1       表－157－２～４ 

諸 雑 費   式 １       端数処理 

計              

 備考 ライナープレート径は円形 2,000～5,900mm，小判形 2,000～5,000mm に適用する。 

 

 

 

 

4. 単価表 

(１) ライナープレート掘削土留工 

Ｄ－610－１ ライナープレート掘削土留工（人力掘削）      

        （１ｍ当り）

種  目 形 状 寸 法 単位 数 量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役   人 ｄ1×Ｍ1       表－610－３ 

ト ン ネ ル 特 殊 工   人 ｄ1×Ｍ1       表－610－３ 

普 通 作 業 員   人 ｄ1×Ｍ1       表－610－３ 

ト ラ ッ ク 運 転

（クレ ーン装置付）
4t 級，2.9ｔ吊 日 ｄ1       表－610－３ 

諸 雑 費   式 １       端数処理 

計               

 備考 ライナープレート径 1,900mm 以下に適用する。 

 

Ｄ－610－２ ライナープレート掘削土留工（機械掘削）      

        （１ｍ当り）

種  目 形 状 寸 法 単位 数 量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役   人 ｄ1×Ｍ1       表－610－３～４ 

ト ン ネ ル 特 殊 工   人 ｄ1×Ｍ1       表－610－３～４ 

普 通 作 業 員   人 ｄ1×Ｍ1       表－610－３～４ 

バックホウ又はクラム

シ ェ ル 運 転 費
  日 ｄ1 

      
表－610－２～４ 

    

トラック運転（クレーン

装置付）又はラフテレー

ン ク レ ー ン 賃 料

 日 ｄ1       表－610－２～４ 

諸 雑 費   式 １       端数処理 

計              

 備考 ライナープレート径は円形 2,000～5,900mm，小判形 2,000～5,000mm に適用する。 
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Ｃ－158 ライナープレート埋戻 

        （１ｍ3当り）

種  目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

人 力 投 入 埋 戻 工   ｍ3          Ｄ－２－１（開削代価） 

機 械 投 入 埋 戻 工   ｍ3          Ｄ－２－３（開削代価） 

ライナープレート撤去工   ｍ          Ｄ－158－１ 

計              ○○ｍ3当り 

１  ｍ 3    当   り              計／○○ｍ3 

 

2. 使用機械 

使用機械は次表を標準とする。 

表 158－１ 使用機械 

使用機械 トラック（クレーン装置付)4ｔ級，2.9t吊 

 

3. 施工歩掛 

１日当り配置人員（M2）、１ｍ当りの撤去施工日数（d2） 

表 158－２ 円形ライナープレート 1 日当り配置人員（M2）,1m 当りの撤去施工日数（d2） 

径（㎜） 
１日当り配置人員(M2) 1m当り撤去日数(d2) 

［日／ｍ］ 土木一般世話役(人) 特殊作業員(人) 普通作業員(人) 

  ～1,400 1 1 1 
0.29 

1,500～3,000 1 1 2 

3,100～5,900 1 1 2 0.35 

 

表 158－３ 小判形ライナープレート 1 日当り配置人員（M2）,1m 当りの撤去施工日数（d2） 

短径（㎜） 
１日当り配置人員(M2) 1m当り撤去日数(d2) 

［日／ｍ］ 土木一般世話役(人) 特殊作業員(人) 普通作業員(人) 

2,000～5,000 1 1 2 0.23 
 

 

Ｃ－611 ライナープレート埋戻 

        （１ｍ3当り）

種  目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘    要 

人 力 投 入 埋 戻 工   ｍ3          Ｄ－２－１（開削代価） 

機 械 投 入 埋 戻 工   ｍ3          Ｄ－２－３（開削代価） 

ライナープレート撤去工   ｍ          Ｄ－611－１ 

計              ○○ｍ3当り 

１  ｍ 3    当   り              計／○○ｍ3 

 

2. 使用機械 

使用機械は次表を標準とする。 

表 611－１ 使用機械 

使用機械 トラック（クレーン装置付)4ｔ級，2.9t吊 

 

3. 施工歩掛 

１日当り配置人員（M2）、１ｍ当りの撤去施工日数（d2） 

表 611－２ 円形ライナープレート 1 日当り配置人員（M2）,1m 当りの撤去施工日数（d2） 

径（㎜） 
１日当り配置人員(M2) 1m当り撤去日数(d2) 

［日／ｍ］ 土木一般世話役(人) 特殊作業員(人) 普通作業員(人) 

  ～1,400 1 1 1 
0.29 

1,500～3,000 1 1 2 

3,100～5,900 1 1 2 0.35 

 

表 611－３ 小判形ライナープレート 1 日当り配置人員（M2）,1m 当りの撤去施工日数（d2） 

短径（㎜） 
１日当り配置人員(M2) 1m当り撤去日数(d2) 

［日／ｍ］ 土木一般世話役(人) 特殊作業員(人) 普通作業員(人) 

2,000～5,000 1 1 2 0.23 
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437 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記述の修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

4．単価表 

 (１) ライナープレート撤去工  

Ｄ－158－１ ライナープレート撤去工（径○○㎜）     

                           （1m 当り）

種  目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人 ｄ2×Ｍ2  表－158－2～3 

特 殊 作 業 員  人 ｄ2×Ｍ2  表－158－2～3 

普 通 作 業 員  人 ｄ2×Ｍ2  表－158－2～3 

ト ラ ッ ク 運 転 

（ ク レ ー ン 装 置 付 ） 
4t級，2.9t吊 日 ｄ2  表－158－2～3 

諸 雑 費  式 1   端数処理 

計      

 
 

 

4．単価表 

 (１) ライナープレート撤去工  

Ｄ－611－１ ライナープレート撤去工（径○○㎜） 
          

                           （1m当り）

種  目 形 状 寸 法 単位 数量 単価（円） 金額（円） 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人 ｄ2×Ｍ2  表－611－2～3 

特 殊 作 業 員  人 ｄ2×Ｍ2  表－611－2～3 

普 通 作 業 員  人 ｄ2×Ｍ2  表－611－2～3 

ト ラ ッ ク 運 転

（ ク レ ー ン 装 置 付 ）
4t級，2.9t吊 日 ｄ2  表－611－2～3 

諸 雑 費  式 1   端数処理 

計      
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下水道用設計標準歩掛表の一部改定 第１巻 管路編 工 種 名 Ⅶ 本工事費内訳 
頁 改定趣旨 現  行 改  定 
456 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記述の修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ⅶ 本工事費内訳 

費  目 

(レベル１) 

工   種 

（レベル２） 

種   別 

（レベル３） 

細   別 

（レベル４） 
規 格 単位 数量 単価(円) 金額(円) 摘   要

 共通仮設費                 

  共 通 仮 設 費              

    運 搬 費    式 １       

    準 備 費    式 １       

    事業損失防止施設費    式 １       

    安 全 費    式 １       

    役 務 費    式 １       

    技 術 管 理 費    式 １       

    営 繕 費    式 １       

    イメージアップ経費(率計上)     式 １       
 

 
Ⅶ 本工事費内訳 

費  目

(レベル１)

工   種 

（レベル２）

種   別 

（レベル３） 

細   別 

（レベル４） 
規 格 単位 数量 単価(円) 金額(円) 摘   要

 共通仮設費                 

  共 通 仮 設 費              

    運 搬 費    式 １       

    準 備 費    式 １       

    事業損失防止施設費    式 １       

    安 全 費    式 １       

    役 務 費    式 １       

    技 術 管 理 費    式 １       

    営 繕 費    式 １       

    現場環境改善費(率計上)    式 １       
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